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2
0
0
8
年
8
月
3
日（
日
）午
前
5

時
52
分
頃
、首
都
高
速
5
号
池
袋
線
を

東
京
方
面
か
ら
埼
玉
方
面
に
向
け
て

走
行
中
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー（
ガ
ソ
リ
ン

16
krr
、
軽
油
4
krr
積
載
）が
、熊
野
町
J

C
T
付
近
に
お
い
て
横
転
し
、進
行
方

向
左
側
の
高
欄
付
近
で
炎
上
し
た（
図

1
）
。火
災
発
生
直
後
か
ら
、消
防
に
よ

る
消
火
活
動
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、鎮

火
が
確
認
さ
れ
た
の
は
火
災
発
生
か

ら
5
時
間
以
上
経
過
し
た
午
前
11
時
30

分
頃
と
な
っ
た
。

火
災
事
故
発
生
個
所
近
傍
の
構
造

は
図
2
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。5
号
線

の
上
り
方
向
・
下
り
方
向
が
そ
れ
ぞ
れ

上
層
・
下
層
に
分
か
れ
た
2
層
の
高
架

構
造
と
な
っ
て
お
り
、

高
架
下
は
都
道
（
山

手
通
り
）の
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
と
側
道
が
併
走

し
て
い
る
。

上
部
工
の
主
構
造

は
、径
間
長
20
・
0
m
で

単
純
合
成
鋼
Ⅰ
桁

（
6
主
桁
）と
軽
量
骨

材
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用

い
た
床
版
と
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

下
部
工
は
R
C
構
造

に
よ
る
ラ
ー
メ
ン
橋
脚

で
、
橋
脚
柱
部
は
鋼

板
ま
た
は
ア
ラ
ミ
ド

繊
維
巻
立
に
よ
り
耐

震
補
強
が
さ
れ
て
い
る
。
橋
脚
基
礎
は

山
手
通
り
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
擁
壁
と
一

体
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
火
災
事
故
に
よ
り
、鋼
主
桁
に

つ
い
て
は
、
上
層
の
火
災
個
所
前
後
2

ス
パ
ン
の
鋼
主
桁
の
変
形
や
塗
膜
剥
離

が
著
し
く
、特
に
事
故
発
生
個
所
直
上

の
鋼
主
桁
は
火
災
の
熱
影
響
に
よ
り

桁
高
1
2
0
0
mm
が
約
6
0
0
mm
に

変
形
し
た
。ま
た
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版

に
つ
い
て
は
、熱
影
響
に
よ
り
上
層
の
床

版
裏
面
に
亀
甲
状
の
ひ
び
割
れ
が
多
数

発
生
し
た
。一
方
、橋
脚
に
関
し
て
は

被
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
や
帯
鉄
筋

の
露
出
が
見
ら
れ
た
。そ
の
ほ
か
、遮

音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
排
水
施
設
、
電

気
配
線
設
備
な
ど
の
付
属
構
造
物
の

多
数
に
焼
失
、お
よ
び
損
傷
が
発
生
し

た
。こ

れ
ら
の
損
傷
の
う
ち
、大
き
な
損

傷
は
上
層
の
構
造
物
に
集
中
し
て
発

生
し
て
い
る
。こ
れ
は
、火
災
事
故
が
下

層
を
走
る
下
り
線
で
発
生
し
た
た
め
、

上
層
の
構
造
物
が
火
災
に
よ
る
熱
に

よ
り
あ
ぶ
ら
れ
、
特
に
大
き
く
損
傷
し

た
も
の
で
あ
る
。こ
の
火
災
は
5
時
間

以
上
に
及
ん
だ
が
、最
も
火
勢
が
激
し

い
状
態
に
お
い
て
、約
1
2
0
0
℃
の
熱

で
90
分
間
程
度
熱
せ
ら
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
甚
大
な
構
造
物
の
損
傷

は
首
都
高
に
お
い
て
過
去
に
例
が
な

く
、
5
号
池
袋
線
お
よ
び
中
央
環
状
新

宿
線（
山
手
ト
ン
ネ
ル
）は
通
行
止
め
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
首
都

高
の
他
路
線
や
併
走
す
る
街
路
に
著

し
い
渋
滞
が
発
生
し
、
社
会
的
に
も
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

消
火
活
動
完
了
後
、
た
だ
ち
に
復
旧

工
事
に
取
り
か
か
っ
た
。ま
ず
構
造
物

の
緊
急
点
検
を
実
施
し
、並
行
し
て
火
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災
に
よ
り
損
傷
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、落
下
の
恐
れ
が
あ
る
裏
面
吸
音
板

な
ど
の
撤
去
を
行
っ
た
。そ
の
後
、構
造

物
の
損
傷
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に

詳
細
な
点
検
を
実
施
し
つ
つ
、損
傷
が

激
し
か
っ
た
上
層
2
径
間
の
6
主
桁
の

う
ち
4
主
桁（
G
1
〜
G
4
桁
）と
池
―

6
0
1
橋
脚
横
梁
に
つ
い
て
は
、安
全
性

確
保
の
た
め
、た
だ
ち
に
仮
受
け
ベ
ン

ト
を
設
置
し
た（
写
真
1
）
。

復
旧
方
法
の
検
討
に
際
し
て
は
、「
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災
に
よ
り
損
傷
を
受

け
た
橋
梁
構
造
物
の
復
旧
検
討
委
員

会
」（
委
員
長
池
田
尚
治
横
浜
国
立
大

学
名
誉
教
授
）に
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、ま
た
、首
都
高
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
長
期
間
遮
断
す
る
こ
と
の
社
会
的

影
響
の
大
き
さ
を
考
慮
し
、構
造
物
の

安
全
性
、長
期
耐
久
性
お
よ
び
交
通
安

全
性
を
確
保
し
た
う
え
で
、1
日
も
早

く
復
旧
す
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
上
層
2
径
間
は
、
全
面
架

替
え
を
行
っ
た
。

復
旧
工
事
の
手
順
は
、図
3
に
概
略

手
順
を
示
す
と
お
り
で
あ
り
、車
両
を

通
行
さ
せ
な
が
ら
3
主
桁
ず
つ
架
替
え

を
行
う
半
断
面
施
工
と
し
、復
旧
完
了

部
か
ら
順
次
交
通
開
放
を
行
っ
た
。

【
ス
テ
ッ
プ
1
】
1
車
線
供
用
に
よ
る

一
次
供
用

火
災
個
所
か
ら
離
れ
た
G
5
〜
G

6
桁
側
の
鋼
主
桁
の
損
傷
は
、L
型
鋼

に
よ
る
は
ら
み
矯
正
を
行
い
一
時
的
に

使
用
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
判
断

さ
れ
た
た
め
、8
月
9
日
に
1
車
線
の

交
通
開
放
を
行
っ
た
。な
お
、一
次
供

用
前
に
は
試
験
車（
25
t
の
ト
レ
ー
ラ

ー
）の
走
行
試
験
に
よ
り
鋼
主
桁
の
変

位
な
ど
の
計
測
を
行
う
と
と
も
に
、一

次
供
用
後
も
継
続
し
て
24
時
間
計

測
・
監
視
し
、安
全
性
を
確
認
し
た
。

一
次
供
用
期
間
中
に
、次
に
示
す
よ

う
に
G
1
〜
G
3
桁
側
の
上
部
工
架
替

え
お
よ
び
橋
脚
補
修
工
事
を
行
っ
た
。

①
G
1
〜
G
3
桁
側
の
上
部
工（
高
欄
、

床
版
、主
桁
）に
つ
い
て
、分
割
切
断

し
ク
レ
ー
ン
に
よ
り
撤
去

②
上
部
工
撤
去
後
、ア
ラ
ミ
ド
繊
維
な

ど
に
よ
り
橋
脚
の
柱
部
・
横
梁
部
を

補
修

③
新
設
支
承
を
設
置
後
、新
設
桁
を
ク

レ
ー
ン
架
設

④
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
の
打
設

⑤
二
次
供
用
に
向
け
た
舗
装
工
な
ど

の
付
帯
工

【
ス
テ
ッ
プ
2
】
2
車
線
供
用
に
よ
る

二
次
供
用

G
1
〜
G
3
側
の
上
部
工
架
替
え
お

よ
び
橋
脚
補
強
工
事
完
了
後
、G
1
〜

G
3
側
に
車
線
を
切
り
替
え
て
9
月
16

日
に
下
層
、9
月
18
日
に
上
層
の
そ
れ

ぞ
れ
2
車
線
の
交
通
開
放
を
行
っ
た
。

二
次
供
用
期
間
中
に
は
、次
に
示
す

よ
う
に
G
4
〜
G
6
桁
側
の
上
部
工
架

替
え
を
行
っ
た
。

①
G
4
〜
G
6
桁
側
の
上
部
工（
高
欄
、

床
版
、主
桁
）に
つ
い
て
、架
設
用
ト

ラ
ス
を
用
い
た
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
方
式

に
よ
る
大
断
面
撤
去

②
新
設
支
承
設
置
後
、撤
去
に
使
用
し

た
架
設
用
ト
ラ
ス
を
用
い
た
送
り
出

し
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
方
式
に
よ
る
主

桁
架
設

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
の
打
設

④
全
面
供
用
に
向
け
た
舗
装
工
な
ど

復
旧
方
法

首都高速5号池袋線 
上層（上り線） 
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図2 火災発生個所（池-601橋脚付近）の構造図

写真1 仮受けベント設置状況



の
付
帯
工

【
ス
テ
ッ
プ
3
】
全
面
開
通

G
4
〜
G
6
桁
側
の
上
部
工
架
替
え

の
後
、10
月
2
日
に
下
層
、10
月
14
日
に

上
層
の
全
面
開
通
を
行
っ
た
。

上
部
工
の
撤
去

上
部
工
の
撤
去
に
あ
た
り
、
火
災

個
所
に
近
い
G
1
桁
に
近
い
ほ
ど
鋼

桁
の
変
形
が
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
変

形
の
過
程
で
G
5
・
G
6
桁
側
へ
の
死

荷
重
負
担
が
ど
の
よ
う
に
再
配
分
さ

れ
て
い
る
の
か
想
定
が
困
難
で
あ
り
、

床
版
や
桁
の
撤
去
作
業
中
に
構
造
物

の
安
全
性
を
損
な
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
撤
去
作

業
中
の
構
造
物
に
大
き
な
変
動
が
生

じ
て
い
な
い
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
安
全
性
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
供
用
車
線
に
最
も
近
い
G

3
桁
の
撤
去
に
際
し
て
は
、
首
都
高
を

一
時
通
行
止
め
と
し
て
、
撤
去
作
業

を
慎
重
に
行
っ
た
。

【
ス
テ
ッ
プ
1
】
G
1
〜
G
3
桁
撤
去

65
t
の
ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン
を
2
台
使

用
し
、被
災
し
た
桁
の
両
側
か
ら
行
う

こ
と
と
し
た
。高
欄
お
よ
び
床
版
は
ワ

イ
ヤ
ー
ソ
ー
お
よ
び
道
路
カ
ッ
タ
ー
を
用

い
て
切
断
し
、1
ス
パ
ン
当
た
り
40
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
割
し
て
撤
去
を
行
っ
た
。
鋼

桁
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
吊
上
げ
可
能

重
量
と
な
る
よ
う
に
、
各
主
桁
を
2
分

割
に
ガ
ス
切
断
し
た
。

撤
去
の
順
序
は
、損
傷
が
最
も
激
し

い
こ
と
、
お
よ
び
供
用
し
て
い
る
G
4
桁

へ
の
影
響
を
考
慮
し
、G
1
桁
側
か
ら

行
っ
た
（
写
真
2
）
。

【
ス
テ
ッ
プ
2
】
G
4
〜
G
6
桁
撤
去

撤
去
す
る
上
部
工
上
空
に
架
設
用

ト
ラ
ス
を
設
置
し
、セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

ジ
ャ
ッ
キ
で
上
部
工
を
吊
上
げ
た
後
に

横
断
方
向
に
切
断
し
た
。
そ
の
後
、
上

部
工
を
1
ス
パ
ン
当
た
り
5
ブ
ロ
ッ
ク

（
約
30
t
）の
大
ブ
ロ
ッ
ク
の
ま
ま
下
層

へ
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
し
、下
層
で
運
搬
可

能
サ
イ
ズ
ま
で
切
断
し
、
搬
出
し
た

（
写
真
3
）
。

橋
脚
の
補
修

池
―
6
0
1
橋
脚
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
、火
災
に
よ
り
表
面
部
が
劣
化
し
て

い
た
た
め
、
被
災
部
分
は
撤
去
し
、ポ

リ
マ
ー
セ
メ
ン
ト
の
吹
付
け
工
法
に
よ

り
断
面
修
復
を
行
っ
た
。
撤
去
作
業
は
、

浮
き
部
と
火
災
に
よ
る
中
性
化
範
囲

を
確
認
し
つ
つ
小
型
の
電
動
ピ
ッ
ク
に

よ
り
慎
重
に
行
っ
た
。

橋
脚
の
柱
部
に
つ
い
て
は
、火
災
に
よ

り
焼
失
し
た
耐
震
補
強
の
ア
ラ
ミ
ド
繊

維
シ
ー
ト
を
復
旧
し
、耐
震
性
の
回
復

を
図
っ
た
。
橋
脚
の
横
梁
部
に
つ
い
て

は
、表
層
部
の
劣
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
撤
去
し
た
結
果
、部
分
的
に
鉄
筋
が

露
出
し
た
た
め
、構
造
安
全
性
の
確
保

や
断
面
修
復
部
の
ひ
び
割
れ
防
止
お

よ
び
剥
落
防
止
効
果
を
目
的
と
し
て
、

耐
震
補
強
と
同
じ
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
シ
ー

ト
の
貼
付
け
を
行
っ
た（
写
真
4
）
。

上
部
工（
鋼
主
桁
）の
復
旧

鋼
材
の
入
手
が
困
難
な
な
か
、緊
急

的
な
鋼
材
手
配
と
24
時
間
体
制
で
の

工
場
製
作
の
実
施
に
よ
り
、工
程
を
短

縮
し
た
。ま
た
、さ
ら
な
る
工
期
短
縮

の
た
め
に
、設
計
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

な
検
討
を
行
っ
た
。

①
設
計
期
間
お
よ
び
製
作
期
間
を
短

縮
さ
せ
る
た
め
、
主
桁
は
断
面
変
化

を
さ
せ
ず
す
べ
て
同
一
断
面
と
し
た
。

②
製
作
期
間
お
よ
び
架
設
期
間
を
短

縮
さ
せ
る
た
め
、
主
桁
に
継
手
部
を

設
け
ず
、
桁
長
20
m
の
一
つ
の
部
材

と
し
て
製
作
し
た
。

③
構
造
形
式
は
、
床
版
の
設
計
お
よ
び

2
分
割
施
工
に
お
け
る
自
由
度
を
考

慮
し
、
非
合
成
鈑
桁
構
造
と
し
た
。

④
キ
ャ
ン
バ
ー
を
付
け
ず
、床
版
で
調
整

す
る
こ
と
と
し
、
設
計
の
簡
略
化
を

図
っ
た
。

⑤
支
承
に
つ
い
て
は
、別
工
事
で
の
製
作

品
を
流
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の

製
作
期
間
を
短
縮
し
た
。

【
ス
テ
ッ
プ
1
】
G
1
〜
G
3
桁
架
設

既
設
桁
を
撤
去
す
る
際
に
使
用
し

た
ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン
2
台
を
用
い
た
相

吊
り
に
よ
り
架
設
を
行
っ
た
（
写
真
5
）
。

土木学会誌 vol.93 no.12 December 2008 32

図3 復旧工事の概略手順

写真3 鋼主桁、コンクリート床版撤去状況【ステップ2】

写真2 鋼主桁撤去状況【ステップ1】

復
旧
工
事
の
概
要
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【
ス
テ
ッ
プ
2
】
G
4
〜
G
6
桁
架
設

既
設
桁
を
撤
去
す
る
際
に
設
置
し

た
架
設
用
ト
ラ
ス
よ
り
吊
り
下
ろ
し
、

架
設
す
る
こ
と
と
し
、
隣
接
し
て
交
通

開
放
中
の
2
車
線
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
な
く
、
工
期
短
縮
を
図
っ
た
一
括

架
設
を
実
現
し
た
（
写
真
6
）
。

上
部
工（
床
版
）の
復
旧

床
版
に
つ
い
て
も
、
工
期
短
縮
を
最

優
先
に
考
え
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う

な
配
慮
を
し
た
設
計
・
施
工
を
行
っ
た
。

①
工
期
短
縮

・
早
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用

・
型
枠
の
プ
レ
ハ
ブ
化

・
床
版
か
ら
高
欄
ま
で
の
一
括
打
設

②
品
質
確
保

・
初
期
ひ
び
割
れ
防
止
の
た
め
、ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
繊
維
お
よ
び
膨
張

材
の
添
加

・
軽
量
骨
材
を
用
い
た
早
強
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
採
用
実
績
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
事
前
の
ス
ラ
ン
プ

ロ
ス
、ワ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
の
低
下
の

確
認
お
よ
び
ポ
ン
プ
圧
送
試
験

の
実
施

上
層
隣
接
部
お
よ
び
下
層
の
補
強

火
災
に
よ
る
被
害
が
著
し
く
全
面

架
替
え
と
し
た
上
層
2
径
間
と
は
別

に
、そ
の
隣
接
す
る
桁
や
下
層
桁
に
も

火
災
に
よ
る
影
響
は
少

な
か
ら
ず
発
生
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
損
傷
は

局
所
的
な
も
の
で
あ
っ

た
た
め
、H
型
鋼
に
よ
り

補
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

対
応
し
た
。

首
都
高
史
上
類
を
み

な
い
大
規
模
な
構
造
物

損
傷
に
対
し
て
、
73
日

間
の
復
旧
工
事
に
よ
り

10
月
14
日
に
は
全
面
開

通
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
短
期
間
で

工
事
が
完
了
で
き
た
理
由
と
し
て
以

下
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
首
都
高
を
利
用
さ
れ
る
方
々
お
よ

び
地
元
住
民
の
方
々
の
ご
協
力

復
旧
工
事
に
際
し
て
は
、
延
べ
6

回
の
通
行
止
め
や
昼
夜
を
問
わ
な

い
24
時
間
施
工
を
行
っ
た
が
、
首
都

高
を
利
用
さ
れ
る
方
々
お
よ
び
地

元
住
民
の
方
々
の
ご
理
解
･
ご
協

力
に
よ
り
こ
れ
ら
の
施
工
方
法
が

可
能
と
な
っ
た
。

②
関
係
機
関
の
ご
協
力

警
視
庁
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

機
関
の
ご
協
力
に
よ
り
、
関
連
手

続
き
が
迅
速
に
行
わ
れ
た
。

③
請
負
者
の
ご
協
力

請
負
者
に
よ
る
迅
速
な
材
料
手

配
、
お
よ
び
製
作
が
な
さ
れ
、
ま
た

安
全
管
理
に
配
慮
し
つ
つ
、24
時
間

昼
夜
連
続
作
業
を
行
う
と
と
も
に

施
工
方
法
の
創
意
工
夫
に
よ
り
工

程
短
縮
が
な
さ
れ
た
。

今
回
の
復
旧
工
事
に
あ
わ
せ
て
、
事

故
発
生
個
所
付
近
の
カ
ー
ブ
区
間
に

は
注
意
喚
起
を
促
す
カ
ラ
ー
舗
装
な

ど
、
さ
ら
な
る
安
全
対
策
を
施
し
た

が
、
特
に
大
型
車
両
を
運
転
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
安
全
運
転
に
対
す
る
意
識

向
上
を
切
に
願
い
た
い
。

写真4 橋脚補修状況

写真6 鋼主桁架設状況【ステップ2】

写真5 鋼主桁架設状況【ステップ1】

火
災
事
故
を

振
り
返
っ
て


